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特別損失の発生及び平成 21年４月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 このたび当社において下記の通り特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせすると

ともに、平成 21年 3月 9日に公表した平成 21年 4月期（平成 20年 5月 1日～平成 21年 4月

30 日）の連結業績予想及び、平成 20 年 6 月 24 日に公表した平成 21 年 4 月期（平成 20 年 5

月 1日～平成 21年 4月 30日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

1.特別損失の発生及びその内容 

ⅰ.投資有価証券評価損 

当社で引受しておりました株式会社日本ソフト店舗スの社債及び株式会社外食ハイパーコ

ンセプツの転換社債につきましては、２社共が業績不振に陥り、回収の可能性が低くなったた

め株式会社日本ソフト店舗ス社債分、１億 21 百万円、株式会社外食ハイパーコンセプツ転換

社債分、20 百万円の特別損失が発生いたしました。 

  当社の出資先であるアスカティースリー株式会社が２期連続赤字及び純資産の減少が著し

いためアスカティースリー株式会社株式分、80 百万円の特別損失が発生いたしました。また

当社の出資先であるパワーオーシャンにつきましては業績不振のため、パワーオーシャン株式

分、８百万円の特別損失が発生いたしました。 

ⅱ.貸倒引当金繰入額 

  回収見込みの薄い債権の貸倒引当をいたしましたので、９百万円の特別損失が発生いたしま

した。 

ⅲ.役員退職慰労引当金繰入額 

  平成20年７月25日開催の定時株主総会での決議に基づき当社前代表の森下篤史に対し役員

退職慰労金を加算して支払いましたので、25 百万円の特別損失が発生いたしました。 

iv.前期損益修正損 

（連結） 

  子会社である株式会社ハマケンに対するのれんを再度精査した結果、特別償却を行いました

ので、61 百万円の特別損失が発生いたしました。  

（個別） 

  前期の売上計上で期末付近のものに間違いがあり、これを修正いたしましたので、１百万円

の特別損失が発生いたしました。 



 

 2.平成 21 年４月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年５月１日～平成 21 年４月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  (A) 12,000  650  650  260  

今回修正予想  (B) 11,284  575  614  41  

増 減 額  (B－A) △716  △75  △36  △219  

増 減 率  (％) △5.9％ △11.5％ △5.5％ △84.2％ 

（ご参考）平成 20 年４月期実

績 
11,811  646 662  293  

 

3. 平成 21 年４月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年５月 1日～平成 21 年 4月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  (A) 8,600  670  680  300  

今回修正予想  (B) 7,966  594  623  157  

増 減 額  (B－A) △634  △76  △57  △143  

増 減 率  (％) △7.3％  △11.3％ △8.3％ △47.6％  

（ご参考）平成 20 年４月期実

績 
8,180 611 629  242  

4.修正の理由 

（連結） 

売上高につきましては、内装工事請負事業の新規案件の受注減及びリース・クレジット取扱事

業の新規顧客の与信判断の厳格化の影響により、計画より７億 16 百万円少ない 112 億 84 百万円

となる見通しであります。 

営業利益及び経常利益につきましては、売上高の減少による影響により、営業利益が計画より

75 百万円少ない５億 75 百万円、経常利益が 36 百万円少ない６億 14 百万円となる見通しであり

ます。 

当期純利益につきましては、上記の通り特別損失が発生したために、計画より２億 19 百万円

少ない 41 百万円となる見通しであります。 

（個別） 

 売上高につきましては、当社事業のうち情報機器販売部門の子会社化の影響で、当該部門の売

上高が当社のものでなくなったこと等により、計画より６億 34 百万円少ない 79 億 66 百万円と

なる見通しであります。 

 営業利益及び経常利益につきましては、連結の修正理由にあるとおり売上高の減少の影響によ

り、営業利益が計画より 76 百万円少ない５億 94 百万円、経常利益が 57 百万円少ない６億 23

百万円となる見通しであります。 

 当期純利益につきましては、連結の修正理由と同じく特別損失が発生したために、計画より１

億 43 百万円少ない１億 57 百万円となる見通しであります。 

以上 


